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秋
彼
岸
に
お
も
う

龍
源
寺
住
職
　
松
原
信
樹

先
日
、
亀
ケ
谷
さ
ん
と
い
う
、
近
所
の
魚
藍
商
店
街
で

長
く
時
計
店
を
営
ん
で
い
る
時
計
職
人
の
方
に
、
無
理
を

言
っ
て
龍
の
時
計
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
龍
の
時

計
に
は
、
針
が
な
い
。
私
自
身
、
時
間
を
示
す
時
計
に
、

針
は
な
く
て
も
い
い
な
ん
て
思
っ
て
い
た
矢
先
の
こ
と

だ
っ
た
。
時
間
と
い
う
の
は
、
人
間
の
存
在
と
し
て
の
時

間
性
の
よ
う
な
も
の
が
本
来
あ
る
か
ら
、
一
時
間
、
一
分

間
、
一
秒
間
と
い
っ
た
時
間
と
い
う
も
の
が
案
出
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
私
達
は
、
そ
の
よ
う
な
時
間
の
流
れ

の
中
に
あ
っ
て
、
毎
日
を
振
り
返
り
、
明
日
を
夢
見
て
、

今
を
生
き
て
い
る
。
し
か
も
、
死
と
い
う
終
わ
り
が
私
達

の
存
在
を
限
界
づ
け
て
い
る
。
だ
か
ら
、
私
達
個
々
に
与

え
ら
れ
た
時
は
無
限
で
は
な
く
、
有
限
で
あ
る
。

日
々
生
活
を
し
て
い
る
と
、
様
々
な
出
来
事
に
引
き
ず

り
回
さ
れ
、
自
分
の
関
わ
っ
た
出
来
事
の
成
功
や
失
敗
に

一
喜
一
憂
し
、
過
去
の
記
憶
の
な
か
を
漂
い
、
周
囲
の
出

来
事
に
気
を
取
ら
れ
、
自
分
ら
し
さ
を
失
う
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自
分
の
　
「
い

の
ち
」
　
の
充
実
を
目
指
し
て
、
限
ら
れ
た
時
間
を
熟
成
さ

せ
よ
う
と
し
て
、
誰
も
が
生
き
て
い
る
。
僧
侶
の
修
行
も

大
変
だ
が
、
婆
婆
の
修
行
も
大
変
で
あ
る
。

何
か
に
行
き
詰
ま
っ
た
時
、
恩
人
に
出
会
っ
た
り
、
多

く
の
良
書
に
出
会
う
。
私
自
身
も
、
行
き
詰
ま
っ
た
時
、

多
く
の
人
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
。
だ
か
ら
、
自
分
で
生

き
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
気
持

ち
の
方
が
強
い
。
書
物
に
関
し
て
言
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
た
だ
、
売
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
仏
教
書
が
あ
る
反
面
、

多
く
の
優
れ
た
仏
教
書
が
、
様
々
な
角
度
か
ら
様
々
な

ア
ッ
プ
ロ
ー
チ
で
提
起
さ
れ
て
い
る
今
日
、
改
め
て
仏
教

学
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
修
練
を
経
た
も
の
が
本
格
的
に

語
り
出
さ
れ
る
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
と
お
も
う
。

仏
教
の
本
質
つ
ま
り
「
緑
」
と
い
う
も
の
を
、
広
く
深

く
学
問
的
に
探
求
し
直
す
と
と
も
に
、
首
都
・
東
京
に
も

み
ら
れ
る
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
明
社
会
の
様
々
な
葛

藤
や
困
難
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
仏
教
に
携
わ
る
者
と
し

て
の
意
志
と
感
情
の
す
べ
て
を
こ
め
て
、
科
学
と
人
間
の

両
極
に
わ
た
っ
た
「
現
代
の
仏
教
」
を
樹
立
す
べ
き
責
務

を
、
僧
侶
は
負
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

私
た
ち
は
日
本
人
は
、
科
学
技
術
の
開
発
に
率
先
し
て

取
り
組
み
、
器
用
で
知
性
あ
ふ
れ
る
諸
活
動
を
文
化
や
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
展
開
す
る
と
と
も
に
、
感
情
に
流

さ
れ
や
す
く
、
も
の
の
あ
わ
れ
に
共
感
す
る
心
を
持
っ
て

い
る
。
和
を
持
っ
て
、
新
し
い
文
化
や
社
会
理
念
を
形
成

し
う
る
力
量
の
持
ち
主
で
も
あ
ろ
う
。

読
書
の
秋
、
ど
う
か
良
き
一
冊
に
出
会
う
こ
と
を
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。
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秋
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が

ん

法

要
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本
堂
改
良
工
事
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
増
設

金
百
万
円
　
北
村
行
夫
殿

金
五
万
円
　
鵜
飼
富
雄
殿

金
二
万
円
　
三
田
政
志
殿
・
三
田
不
二
子
殿

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

*
将
来
は
、
本
堂
の
裏
地
を
整
理
し
て
、

大
般
若
経
を
納
め
る
経
蔵
を
建
立
す
る

計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

∽
　
左
の
通
り
行
な
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
参
り
く
だ
さ
い
。
　
∽

酬
晶
措
証
=
吊
酬

予
告
‖
上
告
中
‖
主
上
」

龍
源
寺
へ
の
交
通
の
便
(
地
下
鉄
)

●
都
営
三
田
線
(
目
黒
ま
た
は
三
田
、
南
北
線
は
白
金
高
輪
駅
下
車
。
徒
歩
五
分
)

●
2
番
出
口
か
ら
地
上
に
出
る
と
案
内
看
板
に
「
龍
源
寺
」
名
あ
り

龍
源
寺
へ
の
交
通
の
便
(
都
バ
ス
)

●
田
8
7
　
　
渋
谷
駅
-
田
町
駅
　
　
魚
ラ
ン
坂
下
下
車

●
都
0
6
　
　
渋
谷
駅
-
新
橋
駅
　
　
古
川
橋
下
車

●
品
9
7
　
　
品
川
駅
-
新
宿
駅
西
口
　
　
魚
ラ
ン
坂
下
・
古
川
橋
下
車

●
反
%
　
　
五
反
田
駅
-
品
川
駅
-
六
本
木
ヒ
ル
ズ
(
循
環
)

魚
ラ
ン
坂
下
・
古
川
橋
下
車

●
東
9
8
　
　
東
京
駅
丸
の
内
南
口
-
目
黒
駅
　
　
魚
ラ
ン
坂
下
下
車



龍
源
寺
の
定
例
会

禅
の
会
(
坐
禅
体
験
)

指
　
導
‥
松
原
信
樹

定
例
日
‥
毎
月
第
一
土
曜
日

(
一
月
は
別
途
)

時
　
間
‥
(
二
回
)

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
、

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

三
時
三
十
分

内
　
容
‥
坐
禅
と
お
話

会
　
費
‥
来
会
の
時
二
百
円

参
加
者
の
方
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
・

女
性
の
方
・
学
生
・
会
社
の
社
長
さ
ん

様
々
で
す
。
大
体
五
十
人
位
。

仏
像
を
彫
る
会

指
　
導
‥
三
木
童
心

定
例
日
‥
毎
月
第
二
土
曜
日
、
・

第
四
土
曜
日

時
　
間
‥
午
前
十
時
三
十
分
か
ら

十
二
時
三
十
分
(
初
心
者
)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時

会
　
場
‥
龍
源
寺
花
園
会
館

会
　
費
‥
二
千
円

写
経
会

日
　
時
‥
毎
月
第
三
土
曜
日

十
四
時
か
ら
十
六
時

(
八
・
十
二
月
は
除
く
)

受
　
付
‥
十
三
時
五
十
分
よ
り
花
園

会
館

写
経
会
‥
十
四
時
よ
り
『
般
若
心
経
』

の
読
経
・
法
話
が
あ
り
、
写
経
会
が

始
ま
り
ま
す

会
　
費
‥
二
千
円

携
行
品
‥
小
筆
な
ど
書
道
用
具
一
式

参
加
資
格
‥
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す

*
墨
汁
は
使
い
ま
せ
ん
。
墨
を
硯
で
す

り
ま
す
。
早
く
書
写
し
終
わ
り
ま
し
た

ら
、
時
間
ま
で
静
か
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

間
に
合
わ
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

講
師
の
先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

講
　
師
‥
飯
沼
定
子
先
生

著
作
　
心
が
楽
に
な
る
「
観
音
経
」
-

ペ
ン
で
書
く
写
経
　
松
原
哲
明
【
著
】

飯
沼
定
子
【
書
指
導
】
/
佼
成
出
版
社

(
二
〇
〇
七
年
五
月
発
売
)



こ
の
度
は
、
経
蔵
設
立
支
援
資

金
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
増
設
工
事

に
高
額
な
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
龍
源
寺
は
平
成
三
十

七
年
に
創
立
三
百
五
十
年
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
増

設
工
事
、
東
北
寺
合
同
船
、
納
骨
堂
の
建
設
、

借
地
の
整
備
を
し
、
将
来
本
堂
を
建
て
直
す
際
、

経
蔵
を
建
立
し
、
寺
院
ら
し
い
景
観
を
保
た

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

支
援
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寺
院
を
地
域
の
文
化
資
源
の
一
つ
と
し
て
考

え
、
境
内
整
備
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
▼
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
も
順
調

に
進
ん
で
お
り
、
秋
彼
岸
に
は
間
に
合
う
よ

う
に
、
工
事
関
係
者
一
同
ご
尽
力
下
さ
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
素
晴
ら
し
い
職
人
の
方
々

で
す
。
▼
八
月
は
幸
い
時
間
が
う
ま
く
と
れ
ま

し
た
の
で
、
禅
の
語
録
の
読
解
に
時
間
を
注

ぎ
ま
し
た
。
基
本
的
に
本
が
書
庫
に
あ
る
の

で
、
龍
源
寺
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
、
外
泊
は
せ
ず
、

寺
に
戻
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
▼
一
ケ
月
の

間
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
弟
と
姪
が
龍
源
寺
に

お
り
、
大
変
賑
や
か
な
毎
日
で
し
た
。
「
来
て

良
し
、
帰
っ
て
良
し
」
　
の
境
涯
を
味
わ
い
ま

し
た
。
今
年
、
八
月
に
島
根
の
益
田
や
岐
阜

の
下
呂
で
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
、

最
近
で
は
、
お
盆
で
帰
郷
し
て
も
実
家
に
は

泊
ま
ら
ず
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
と
い
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
時
代
の
流
れ
で
し

ょ
う
か
。
▼
坐
禅
会
も
少
し
ず
つ
参
加
す
る
方

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
十
月
に
は
正
福

寺
の
縁
で
慶
應
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の

学
生
さ
ん
が
、
「
レ
ク
チ
ャ
ー
&
坐
禅
」
　
(
古

川
の
ほ
と
り
・
龍
源
寺
か
ら
の
ま
な
ざ
し
-

寺
院
文
化
の
現
在
)
　
と
題
し
、
龍
源
寺
で
坐

禅
体
験
を
さ
れ
ま
す
。
龍
源
寺
で
は
、
明
治

初
期
に
何
人
か
の
塾
生
を
預
か
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
あ
り
、
不
思
議
な
ご
緑
を
感

じ
ま
す
。
▼
妻
の
亜
矢
は
、
北
軽
井
沢
の
日
月

庵
坐
禅
堂
で
の
研
修
の
お
手
伝
い
で
、
布
団

干
し
を
し
た
折
、
ギ
ッ
ク
リ
腰
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
娘
と
家
内
の

面
倒
を
み
な
が
ら
の
日
月
庵
の
研
修
で
し
た
。

心
に
残
る
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
娘
の
瑞

樹
は
二
才
に
な
り
、
お
話
も
上
手
に
な
り
ま

し
た
。
最
近
で
は
私
に
も
話
し
か
け
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
れ
る
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
母

は
、
今
回
の
工
事
で
、
車
い
す
用
の
ス
ロ
ー

プ
も
併
設
さ
れ
る
の
で
、
安
心
し
て
い
ま
す
。

膝
の
方
も
完
治
は
し
ま
せ
ん
が
、
上
手
に
膝

痛
と
つ
き
あ
っ
て
お
り
ま
す
。
▼
病
院
か
ら
の

流
れ
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ

う
で
す
。
お
檀
家
さ
ま
で
、
お
葬
式
を
だ
さ

れ
る
場
合
、
信
頼
の
あ
る
葬
儀
社
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
病
院
で
臨
終
の
際
、

ま
ず
、
一
番
は
じ
め
に
龍
源
寺
か
深
夜
で
し

た
ら
「
あ
お
ば
葬
祭
」
〇
三
i
五
七
二
二
i
七

六
五
一
(
東
京
都
目
黒
区
下
目
黒
五
・
七
i
一
)

に
お
電
話
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
丁
寧
な
お
仕
事
で
、
皆
さ
ま
に
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
葬
儀
、
家
族
葬
、
密
葬

な
ど
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
生
前
の
ご
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
▼
本
年
の
秋
彼
岸

は
、
台
風
な
ど
の
影
響
で
工
事
が
遅
れ
、
ち

ら
し
寿
司
の
お
野
菜
の
刻
み
は
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
九
月
二
十
三
日
午
前
十

一
時
秋
彼
岸
会
で
お
会
い
で
き
る
の
を
寺
族

一
同
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
(
信
樹
)


